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Ａ．研究目的 

 本邦における頭頸部がんに対する臨床

試験の実践・開発への取り組みの中で、

放射線治療法の普及と標準化に与する臨

床研究を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

 JCOG の頭頸部癌グループの臨床試験

の放射線治療に関与する部分の整備実践

に関し担当した。JCOG1008 試験はハイリ

スク症例に対する術後補助化学放射線療

法のランダム化試験であり本試験の放射

線治療事務局を担当し試験運用を担当し

た。実臨床に則し強度変調放射線治療の

治療が適切な施設ではこれに移行するた

め JCOG 放射線治療グループと連携して

ワーキンググループを設置し支援体制を

整備､プロトコル改訂を行う。 

 

(倫理面への配慮) 

当該研究は研究対象者に対する倫理面の 

十分な配慮の上に慎重に実施された。 

 

Ｃ. 研究成果 

 JCOG 放射線治療グループとのワーキ

ンググループの協力支援の体制を構築し、

JCOG1008 試験の強度変調放射線治療を

許容するプロトコル改訂を行った。2014

年 7 月よりワーキンググループで認定さ

れた施設(2015/1時点で全体22施設中の

12施設)ではIMRTを用いた試験登録を回

視した。報告書作成時点で IMRT の登録数

が 10 件であり JCOG1008 試験の症例集積

ペースが改善した。 

 

Ｄ．考察 

頭頸部がんグループの参加施設も増加

し試験開始当初にくらべ日常臨床で強度

変調放射線治療の頻度が増加してきた。

試験開始当初 3割程度の施設で術後照射

に強度変調放射線治療を実施していたが、

本年再度アンケートをおこなったところ

7 割以上が実地医療で強度変調放射線治

療をおこなっていた。今回のプロトコル

改訂は試験の円滑な運用に有益で、また

他グループでも同様に強度変調放射線治

療による試験実施のニーズの増加が予想

される。両グループの連携による他グル

ープでの強度変調放射線治療の実施は今

回が初めてのケースであったが、今後高

精度治療をもちいたグループ間臨床試験

の実施モデル確立の意味で大変有意義で
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る強度変調放射線治療による臨床試験実施にむけての体制整備を行う。 



14 
 

あった。 

 

Ｅ．結論 

 放射線治療領域の整備をすすめること

で、頭頸部がん領域の集学的治療の更な

る普及に貢献すると思われた。 
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なし 
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